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名はそのまま杉本 (1961) にもひきつがれ， b かも学名は Cyclobalanopsis xidzuensis 
Okuyama になっている。しかし，奥山はこの組合わせをおこなっていないばかりか， 
すでに牧野が記載したときに Qwercws z •心 wensis Makino, nov. sp. ( = Cyclobalanopsis 
idzuensis Makino) とされているので，どちらの属名をとるにせよ，こうした事情を 
この際はっきりさせておく必要があり，和名にもヒメアカガシを使ってよいと思う。牧 
野 (1929) にすでに Q. takaoyamensis Makino var. yokohamensis Makino にこの 
名をつけているが，この名はその後とりあげられていないので， xidzuensis にこ 
の名を残してよいと思う。 

この間の問題については，静岡市の大村敏朗氏を通じて奥山春季氏のご教示をいただ 
き，初めて明らかにすることができたことが多い。ここに両氏にあつくお礼を申しあげ 
るしだいである。 
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Summary 

An evergreen oak having morphological characters intermediate Detween 
Quercus acuta and Q. glauca is found at Niida in Kochi City, Shikoku. This 
oak is regarded as a natural hybrid between them and may be identical with 
Quercus idzuensis Makino in Zissai-Engei 27 :1099 (1941) described from Prov. 
Idzu (Shizuoka Pref.), middle Honshu. 


□月刊さっき研究社（編）：野生ラン事典300 pp . (内288 pis.) 1982. 同社，鹿沼. 
¥1,800. 近頃は中々美しい写真が印刷されるようになり，ランの写真も見違えるように 
なった。本著もその一っである。小笠原や琉球にも手を伸ばし，でて来た71属をほとん 
ど網羅して載せた図版は中々楽しい。各頁に1種ずつを原則とし，イヨトンボやムヨウ 
ランなどには図版を二つにしてあるのも役立つ。ざっとした記載も割によい。産地が県 
単位にしてあるのは止むをえないだろう。学名は付記してないが r それなりに役つも 
のと考え，一般におすすめしたい。 - (前川文夫） 


—19 — 



